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1 は じ め に

著者らは,前報
2)で

中性火山灰土壌に由来する草地及び

畑地の燐酸肥沃度の迅速診断法として,有効態燐酸の各種

抽出法を検討 し,10 2 MHz s04抽 出―フローイ ンジェ

クション法が,簡便かつ迅速な手法であることを報告 した。

本報では,全燐酸定量法について各種比較検討し,火山

灰に由来する耕地土壌では,強酸加熱分解―アスコル ビン

酸環元法による定量値を全燐酸として実用上問題がないこ

とまた,迅速定量法として過塩素酸・硫酸加熱分解
1)― ア

スコルビン酸環元法つを提案する。

2試 験 方 法

(1)供 試土壌:表中に示した。

●)装置: 日立10060分光光度計,桜式電気孵卵 ,市販

ホットプレー ト,島津ED 200型電子天秤

0)試薬液の調製 (アスコルビン酸環元法 ): ①H2S04

液,水 08ιに濃硫酸 〔H2SO`〕 140能 を加え,混合 した

後 ,水で 1′ とした。  ② (NH4)6M07024液 :  水

04ι に特級モ リブデン酸 アンモニウム〔(N H4)6M0702)

の紛体 20夕 を水に溶解 し500彬 と し,冷暗所に保存 し

使用時は上澄液を用いた。 ③アスコルビン酸液 : 特

級 L― アスコル ビン酸 [C6H606]44夕 を水に溶解 し

250池 とし,冷暗所に保存した。④酒石酸アンチモニルカ

リウム液 : 特級酒石酸アンチモニルカリウム [C4H`

06K(sbO)・ 1/2H20]0107′ を水 に溶解 し50″

とし,冷暗所に保存した。③燐酸標準液 約90℃乾燥器中

で一昼夜乾燥 し,デシケーター中で放冷 した特級燐酸二水

素―カリウム [KH2P04]1917夕 を水に溶解 し,特級

硝酸 [HN03]2～ 37● 7を 添加 し正確に 1′ とし,冷暗

所に保存 した [R051″ /1池 ],使用の都度 ,正確

に希釈して用いた。③混合発色液 : 使用直前にH2SQ
液50″ (NH4)3MO'024液 15虚 ,ア スコル ビン酸液

30″ ,液石酸アンチモニルカリウム液 5″の割合で順よく

振り混ぜながら加え調製した。

“

)分析操作:①試料液の調製 i予 め重量測定 した50″

三角フラスコに風乾土 (2画全通 )050夕 あるいは湿潤土

10′ を採 り,水 05～ 1膨 添加 し数分間放置 し,次 いで

濃硫酸 [H2S04]約 3″ を加え 5～ 10分間放置する。

過塩素酸 [Hclo4]01～ 05″ 添加する。直径 3“演斗

で栓し熱板上で約130℃ , 5～ 10分間加熱 ,次いて約 21Xl

℃,40～ 50分間加熱する。自濁化すれば分解終了。しかし

有機物の着色が強い場合は放冷後過塩素酸を再度滴下し加

熱する。全加熱時間が約60分以内となるよう加熱温度及び

過塩素酸添加量を調整する。放冷後,戸斗上から突沸に注

意しながら水約10～ 30"添加し,F斗を洗浄し電子天秤を

用い試料液量を正確に500夕 とした。良く混合し上澄液を

試料液とした。②定量 :試料液 1～ 10"を正確に50"定容

フラスコに採り混合発色液 8″及び水を加えて定容とし,

よく混合し37℃恒温槽中で60～90分間加温した。放冷後 ,

よく振りまぜて,波長870回 の吸光度を測定 した。燐酸標

準液を数段階,正確に採り,試料液の場合と同一条件で操

作 し検量線を作製 し燐酸含有量を求めた。なお,試料液中

表 1 各定量法による各種土壌中の全燐酸定量
(牡 P205り /1007)

Na 土壌名
土
置

採
位

ケツレダール
分  解

К よ>分解 ケイ光
X線法A tt B法 A tt B法

1

2赤 色 土
3黄 色 土
4灰色低地土
5黒 ボ ク土
6     ″

7     ″

8砂丘未熟土

色 作土
下層

″麹
″確
麺
稲

318    322
465    ,71
506    968
127    142
269    288
237    267
333    360
237    562
209    203

302    312
410    726
50'    770

131     177

257    299
202    217
311    325
290    44'
197    199

0厩 肥 2740    2280 2010    1470

注.1 採土地,No l, 2:沖 縄県石垣市,NQ 3:愛知
県豊橋市,Na 4:埼玉県川越市,No 5:茨城県谷
田部,Nl1 6:埼玉県北本市,NQ 7:東京都北区西
ケ原,NQ 8:千葉県大網白黒,N● 9:宮城県岩沼
市

2 定量法,A法 :ア スコルビン酸還元法,B法 :

バナドモリプデン酸アンモニウム法
3 ケイ光X線法 :農業環境技術研究所コロイド研
究室による。
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の硫酸濃度は約 lMであるので,試料液 2″以上採取する

場合は混合発色液中の硫酸濃度を補正して用い,測定液が

0 2MH2S04と なるように した。なお ,混 合発色液中

の硫酸量が 0彬 となる場合は (試料液中のIL SO`が 多

い場合 ),試料液に最初モリプデン酸アンモニウム液を加

え,次いでアスコルビン酸と酒石酸アンチモニルカリウム

液の混合液を加える。以上の操作で中和操作がはぶける。

表 2(鯉
暑溶 ξ緩 鳥ツ

∝ 燐酸気奎言精度

注.1 供試土壌,No l:沖積土壌,NQ 2:花闇岩質土

滸1惧l淵劉階獄盲避智
姓壌

'

2 定量法,表 1に 同じ

表 3 HC104 H2SO`分解法による各種土壌中
の全燐酸定量 (P206%400′ 乾土 )

注 1)分析法 ;ア スコルビン酸還元法,残溢 ;NaκЮ3

熔融法
21 計算法 ;C=A+B,A'=A/D X100,B'=B/
D X 100,C'=C/D× 100

め 供試土壌 ;表 1

表 4 HC104 H2S04分 解法による土壌中の
全燐酸定量法 (P2052み/100′ 乾土 )

注_ 1)分析法 ;ア スコルビン酸還元法
2)CV;%
3)n-5
41 計算法 ;全燐酸=酸可溶性 +残澄

" 
供試土壌 ;表 2
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3結

(1)酸加熱分解法による全燐酸の比較: 表 1～ 2に示す

とおり,各種土壌とも同一燐酸定量で比較すると,類似し

た値が得られた。その差は土壌によって多少あるが,誤差

の範囲内であった。すなわち,ケルダールリ,硝酸―過塩

素酸
'及

び弗化水素酸
*加

熱分解法間には定量値の差が認

められない。作物体を用いて同様に定量 したが,やはり差

は認められなかった。

しかし,定量法の違いでは差が認められ, バナドモリブデ

ン酸法
→がアスコルピン酸環元法のに比較して高い片寄り

を示した。ケイ光X線 4)と ァスコルビン酸環元法を比較す

ると差は認められなかった。各定量法の分析精度はCV10

%以下であり,ア スコルビン酸法は,バナ ドモリブデン酸

法に比較 してCV%が小さい傾向がうかがえた。

。)HC104・ H2S04に よる分画 : 表 3～ 4に 示

すとおり,一部の土壌を除いて,酸可溶性部分はNa2 C03

熔融部分の,0%以 上を占めている。赤色土や砂丘未熟土

では低いが,いずれも非火lL灰土壌で未耕地である。した

がって,火山灰に由来する耕地土壌では酸分解性燐酸を全

燐酸と見なしてさしつかえないと考えられる。

●)HC104・ I12S04法 の分析精度 : 各土壌 と もCV
は小さい。Na2CO諮 融法のSxと 酸可溶残査の値を比

較すると差は認められない。したがって,酸分解残湾中の

燐酸は,全燐酸定量値の分析誤差内であった。

果

*特別研究「土壌蓄積 リンの再生循環利用技術の開発」(チ ームリーダー速水和彦,1984)で使用さオブこ分析法である。

N●

HC104 H2S04分 解法 Na2C03
熔融法酸可溶性 残 澄 全燐酸
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992  23
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４

HC104 H2SO`分解法 Na2C 03
熔融法酸可溶性 残 溢 全燐酸

X SxCv X SxCV X Sx CV Sx CV
1

2

3

4

164 38 23

,49 47 50

255 54 21

320  14 44

12 5   1 1 88

39 025 64

102 083 81

253   1 8 7 1

176 43 24

987 47 48

265 62 23

345  12 35

175  58 33

105  12  11

267 89 30

351  80 23

-146-


